
・身近にある自然に触れ、興味を持つ

・様々な自然物に触れながら、その素材の持つ手触り・におい・色・形・音などに

　興味を広げ、その素材についての興味を深める

・様々な自然物に触れることを通して、試したり、考えたり、工夫してみるなど、

　自発的な行動を通じて探究を深める

・気づいたこと、発見したことなどを友達や保育者と伝えあい、共有する中で

　友達や保育士と関わり、遊びを発展させる

・自然にある物の中で子ども達は、様々な物にまず視覚を通して興味を持つ、そして

　対象に触れようとする。初めてのものには少し抵抗があることもあるが、友達や

　保育士が触れていることから興味を持ち、次第に触れることに喜びを見出していく。

　対象に十分に慣れてそのものが持つ楽しさ、面白さに気づき、その素材そのものへの

　興味や関心が広がっていく。時にはにおい、色、さまざまに形を変える様や、その物が

　発する音などへの気づきが生まれる。「これは何だろう」「どうして～かな？」と

　疑問が生じ、自分で考えたことを試したり、想像したりする。豊かな環境を整え

　自分から探究する活動を通じて、その素材そのものへの理解を深めていく活動を

　していくことで自然の存在するものについて愛おしく、大切にする気持ちを育みたい。

・自分が発見したことは、友達や保育者と思いや言葉で伝えあい、コミュニケーション

　を取る中で更なる共感や疑問が生まれ、探究する楽しさが育まれていく。
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　令和7年度　とうきょうすくわくプログラム　年間計画書

久米川保育園

【テーマ】

   自然

【対象】

【ねらい・内容】

【保育者の思い】

【活動スケジュール】

5月～8月 ９月～１0月 １1月～12月

０歳

１歳

２歳

３歳

身近なものに

触れる

身近なものに

興味を持つ

身近なものに

触れる

身近なものに

興味を持つ

５歳

身近なものに

触れる

身近なものに

触れる

身近なものに

触れる

身近なものに

触れる

身近なものに

触れる

身近なものに

触れる

４歳

身近なものに

興味を持つ

興味をもったものへの

興味を深める

身近なものに

触れる

身近なものに

興味を持つ

身近なものに

興味を持つ

興味をもったものへの

興味を深める

身近なものに

興味を持つ

興味をもったものへの

興味を深める


